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千葉県養老川・小櫃川地区の化石群一

大　山， 桂粥

Fossil　Mo皿uscan　Succession　of　Lower　Pleistocene

　　　　　　in　C】Liba　Prefecture

　　by・

Katsura　Oyama

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　The　paleoecology　has　been　surveyed　in　the　ar6as　along　the　river　Obitsu（Umegase，

Kokumoto　and　Ichijuku　formations）and　the　river　Y6r6（Kokumoto，Kakillokidai，Ch6nan，

Mandano　an己Kasamori　formations）．The　succession　of　the　fossiHauna　indicates　that　the　sea

becomesもhallower　and　shallower　by　age，because　the　lower　format玉ons（Umegase　and　Kokumoto

formations）has　deep　sea　facies　and　upper　formations　such　as　the　Ic埆uku，　Mandano

fomations　and　the　upper　part　of　the　Kasamori　formation　contain　shallow　sea　elements．When

the　neriti¢molluscan　forms　are　viewed　in　ecological　point，　it　is　indicated　that　not　only

oceanic　waters，but　also　coastal　waters　had．developed，and　land　mass　which　was　situated　on　the

west　or　southwest（or　south）side，must　have　not　been　very　smalL

要　　旨

　小櫃川地区で梅ケ瀬層から市宿層，養老川地区で国本

．層から笠森層に至る貝化石群集の変遷を調査したg

　1）　梅ケ瀬層と国本層とは深海相を示し，柿ノ木台層

は深海相と浅海相との混合がみられ，長南層以上の地層

は浅海相を示した。

　2）　堆積当時の深度は，概して時代とともに浅くな

り，』また柿ノ木台層では東の方が深い。

　3）　浅海から落ち込んだ化石を古生態学的に検討した。

　4）堆積当時に陸地が南～西にあつたと推定した。

1．緒　　言

　千葉県の茂原・大多喜ガス田および鹿野山周辺の地質

調査ならびに古生物調査が行なわれたが，両地区を結ぶ

広い範囲の地質構造を知り，古生物の変遷を明らか1こす

るために，昭和29年度に養老川ならびに小櫃川地区の

ルート調査が行なわれた。

　筆者は貝化石群の調査を担当し，地質調査の結果か

ら，この地区の貝化石相の変遷のあらましを知ったの

で，こ、に報告する。

＊燃料部

2．調査範囲と調査方法

　地質調査では養老川と小櫃川とに沿って，おのおのの

柱状断面図を作ったが，貝化石群は小櫃川地区で梅ケ瀬

層から市宿層までを，養老川地区で国本層から笠森層の

上部までを調査レた。小櫃川地区では，柿ノ木台層の延

長から笠森層に至る地層からは貝化石が得られなかつた。

養老川地区では国本層から多少貝化石が得られたが，そ

れ以下の地層では貝化石がごく少なかつた。．

　採集した貝化石の大部分は，わが国の太平洋側に産す

る現生種で，自生と思われる種類の生息深度から，堆積

当時の深度を推定した。．

　おのおのの化石産地は，凝灰岩からの厚きから，柱状

図のうえでの層準を決め，下の地層から上の地層への貝

化石相の変遷を調べすこ。

3．養老川・小櫃川地区の貝化石群

梅ケ瀬層
Por孟1αn48Zlαを含む深海相註1）であるが，浅海からの

註1）深度区分は筆者め提案した貝類学雑誌，VoL17，

　No・1，P、27～35，（1952）に従い，，その略号は資源

　科学研究所彙報，No。24，p。58に従つた。
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落ち込みがある。落ち込みは高水では「黒色砂岩」の約

10m上にCm∬05ケ飢9匁α5（THUNBERG），、S汐∫5認α

5α6hα1伽n5乞5（SGHRENCK），P醜鮮吻・謝5TgKU－

NAαA等の浅海区上部（N1＿2）諸要素が，3×2cmなド

いし0。2×0．2cm位の小石や，粗い砂とともに発見され

た。名殿では橋の下の泥岩に不規則な砂のパッチがあり，

そのなかに！生ゆrθJZα魏6群c％」α孟α（To瓢IN），GJlyoッ窺・．

爾5μ15房麗（YOKOYAMA）のような浅海区下部（N3－4）

の要素を含んでいる。

　国本層
　小櫃川地区では，国本層の下部も，上部1も茂原地方の国

’本層と同じ化石相がみられる。すなわち本層の下部では

T8伽伽C・1πら胸％h4短llぢ岬9・剛W李TspN），

Pケ孟1αn漉1砿L加砂5お％ωα4罐oぎ』OYAMA等で代豪き

れる化石群集で，岩質と化石相との関係や窺脚ρ誘が

2枚そろつているなどから自生であろうと推定される。

　養老川地区の国本層にもほダ同様の化石群集がみら

れ，Aノ扉彪やL伽9ρ5お％ωα4罐o∫OYAMA等で代表き

れる・　また両地区の中間の菅野の附近でも同様で，

L吻oφ5乞5％切α40為o∫OYAMAが，茂原のように各地にみ

られた。

　市宿層
　小櫃川地区の芋窪で著しい偽層がみられ，そのなかか

らGZッ⑪吻8725ρ歪15房ダ（YOKOYAMA）のような浅海区

下部（N3－4）の要素と，S％π雄αぜGo卿痂郷のよう

な上浅海帯（N1）の要素とが含まれる。岩質からは自

生的にみられないこともないが，偽層に浅海区の上部と

下部Q要素が混合している点で，他生と考えたほうが良

いように思われる。市宿層は東に向かつて薄くなり，国

本層の互層の砂となつてレまう。小櫃川地区ではこの地

層より上の，柿ノ木台層ないし笠森層からは化石が採集

きれなかうた。

　柿ノ木台層・

　養老川地区では深海区から浅海区への移り変わりの相

で・浅海区下部＜N3－4またはN4）から深海区上部にわ

たるL加砂5お厩〆彫α6SOWERBYやL％‘づno吻〆‘α‘碗歪．

伽θα如CO冊Aガを産する所と，国本層以下の諸地層に一

みられるP卯孟1αn4811αや五加砂5∫s㈱α4罐o∫OYAMAを，

含む所とが入り乱れる。本層の化石は小櫃川地医では発

見きれなかったか島両地区の中間の川谷ならびに菅野

の附近を調査した。川谷ではL吻oφ5∫”α諺〃zα8SOWERBY

を含む化石群集や　Th解5励，み∫5ε¢如　（CONRAD）　と

L吻o翅解」伽勲IC・NRAD）の一方または両方か

らなる群集がみられ・茂原の西の笠森から長南にかけて

の笠森層と共通の群集に変わる。

　長南層
　養老川に沿つた長南層の基底にはRα8臨勿1訪θ1㍍

（ADAMs　et　REEVE）とPo7云Zαπ4εZZαとを産し，それか

ら少し上位にT％77舵llσnψ汐on∫飢YoKo熟MAの密集

した所がある6これらは茂原の西の笠森層や長南層と同

様の化石群で，浅海区下部から深海区上部にわたる群集

である。

　笠森層下部

　笠森層は茂原では一連の地層だが，鶴舞から西に向か

つて万田野層が』レンズ状にはいる。この報告では便宜上

養老川地区で，万田野層の下位に位置する笠森層を笠森

層下部と呼び，万田野層の上位に位置する部分を笠森層

上部と呼ぶから，笠森層下部は厚き20m位しかない薄
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い地層である。平野の西の養老川に沿つてハ4α6・耀

‘α16αr8α（GM肌IN）を伴なう群集を産し，茂原の西の笠

森層の化石群集の一部と同様である。

　万田野層

　本層は浅海区の化石群からなる。そして5鰯h彪勉，

．8罐Zlα吻，　T6吻n漉oα　5㈹θ耀　（MIDDENDORF），

PoZ』y云70ρα，『Gl』y‘ツ刀z6擁5』yθ∬08η5∫5（SowERBY），2▽z硯α1臨，

且聯1郷脚μ1・5％5（S・HRENGK）フ愉‘加‘プ・556ズDσ尊KER，

8p∫5％Zα　5αohα1痂6n5診5（SGHRENCK）　等の浅海区上部

、（No－2）　のものが主体であるが，T％7‘f砿‘0766競5A・

ADAMSやPo4yn8解α形％∬彪窺診η伽5005孟鋤％郷（YOKOYAMA）

のような浅海区下部（N3－4）の要素も含まれる・また浅

海区上部の群集に属する諸種のなかにも，2，3の要素が

含まれ，汽水の泥底に穣む聖Po臨短o‘076痂ゴα解曜8n5∫5

（SG訟ENOK），上浅海帯（N1）（ないし中浅海帯（N2），）

の外洋の砂底ないし泥質砂底に凄むG！砂昭耀7お鐸550－

6η5∫5　（SowERBY），　A刀9z61z65　⑳6n％Zo5z65　（ScHRENcK），

5μ5％1α5α‘hα1∫n8n5お（SGHRENCK），外洋の陶汰の良い

砂地の潮間帯（No）ないし上浅海帯上部　（N1）に縷む

Mα‘∫7α‘プ0558f　DUNKER，主として内湾の潮間帯・（外洋

なら潮が引くと広い範囲に岩盤が露出する所）の要素で

ある　B4躍1α7臨砺擁ng髭（CROSSE）3外洋の潮間帯、

（No）ないし上浅海帯上部（N1）の岩礁に凄むPoJ醒70Pα

ノ》の廓nε廊h6ッ56αnα（DUNKER）等がその例である・

　笠森層上部

　養老川地区における笠森層上部の下半については，こ

の地区の長南層と同様に，笠森附近の笠森層の亜浅海帯

ないし下浅海帯（N3＿4）から深海区上部（B）にわたる

化石群集がみられるが，’笠森層上部の真中ぐらいから浅

海区の上部（N1－3）の化石群集に変わると思われる。』

　笠森の笠森層，づまり深い相ではハ4α‘o解ασα1昭7解

　（GMEHN），Por孟1αn4θZJα，P67∫ρJo勉α等を産する。

との層の真中ぐらいの層準にP70雄h4昭を産するが・

これは浅い要素である。上部では　Rα8如にP6漉n

孟o勿06η5∫5TOKUNAGAやMαoo脚sp，を伴なう化石

群で，浅海区でも上部と考えるべきであろう。

　　4，茂原・大多喜ガス田との貝化石群の比較

　養老川・小櫃川地区の梅ケ瀬層・国本層は，茂原と大

多喜との間に発達する黄和田層ないし国本層の貝化石群

と同様で，L吻oρ5ゼ5％ωα4罐o∫OYAMAやP碗Zαn48ZZα

を含む深海相を示す。

　∠4η6∫5耽ρ16P5∬70‘ho♂4顔5（DALL）やR勉9％h47’ll如

8ηgo痂（WA聖sON）等もこの化石群に属し，各地にみ

られる。

　養老川地区の柿ノ木台層の化石群は，茂原ゐ南の柿ノ

‘木台層のと大同小異であって，梅ケ瀬層や国本層ど同様

の深海区の貝化石群と，笠森層の下部や長南層の浅海区

下部（N3－4）ないし中深海帯（B）の貝化石群との中間相で

あるから半深海相であろう。例えば，五伽砂廊は笠森層

の五吻加磁SOWERBYを含む所と，国本層以深のL
％測α40乃o∫9YAMAを産する所とが入り舌Lれている』。小・

櫃川に近い川谷附近では笠森層の貝化石群に変わる。

　長南層から笠森層上部の下半にかけては万田野層を除

いて，茂原から鶴舞にかけての笠森層や長南層と同様の

貝化石群を産し，L加Olρ5∫5』吻加α8SOWERBY，M460脚P

‘召1‘4泥4（G鵬LIN），P6プゆJo脚等の亜浅海帯（N3）か

ら下浅海帯（N4）ないし中深海帯上部（B）の貝化石群・

で代表きれる。笠森層上部の上半は，さらに浅いと思わ

れる貝化石群を産する。・

　万田野層は鶴舞の東の急に薄くなる附近で，浅海区下

部（N3－4）の砂相の貝化石群を産する・加茂村万田野（旧

『
高
滝村）では，浅海区上部（N‡一2）の要素の方が多い。

　市宿層は小櫃川の附近で消えるから，茂原・大多喜ガ

ス田には欠除する。

5．古地理を推定する資料

　梅ケ瀬層と国本層の泥質の部分からは，深海区の貝化

・石群を産し，砂の部分からは浅海区の要素を産する。こ

のような瓜い範囲にわたる深海性化石を含む泥相は深海

底の堆積で，砂の爽みは浅海からの落ち込みと考えるべ

きである。

　市宿層は浅海性化石群集を含み，浅海底であつたか浅

海底に続く深海底であったかであろう。いずれにせよ柿

ノ木台層の陸に近い同時異相である。

　柿ノ木台層は西では浅海区下部（N3－4）ないし深海区

の貝化石群を含み，東へ行くと中深海帯の貝化石群に変

わる。

　長南層から笠森層上部の下半にかけて，浅海区下部（N

一
、

一、）から中深海帯（B）の上部にわたる貝化石群を産

し，笠森層の下部と同時異相である万田野層には深海区

の要素を欠き，浅海区の要素だけかもなる。したがつて

笠森層の堆積した時代には，少なくとも万田野層は浅海

底堆積であり・笠森層に深海区と浅海区爾境界があつた

と推定する。そして万田野層の堆積後さらに浅くなった

と考えられる。

　以上を総合すると梅ケ瀬層の堆積した時代以後の貝化　　・

石群の変還からみれば，当時あ海の深度は上の地層にな

るにつれて浅くなつていったことと，少なくとも市宿層

一柿ノ木台層堆積時代以後には，東より西のほうが浅か
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つたといえる・また万田野層・市宿層ならびに梅ケ瀬層

の，砂の爽みから得られた浅海区上部（No－2）の群集に

属する諸種には，殻の表面が比較的新鮮なものがあつて
　　　　　　　　　　　　ア
何度も運ばれて表面が磨損したものでないものが少なく

ない。したがって陸地はあまり遠くはなく，海底地辻り

のような流れによつて運ばれる程度の所であろう。次に

陸地が西にあつたか南西にあつたか北西にあったかの問

題にふれる。千葉県では黒滝不整合の上は地蔵堂層まで

広い範囲にわたり，諸地層は6。位の傾斜で北西に傾き，

大貫附近の背斜構造のような小さい構造以外には，現在

北西に向いている傾斜が，堆積当時には南東に向いたと

考えられる証拠はみられない。南から西にかけて陸があ

つたと考える場合には，堆積当時と現在とでは走向・傾

斜が多少変わつても，浅海区上部（No－2）の要素の供給

場所が比較的近くに求められ，北西から北に陸があつた

と考えるより説明しやすい。このことは主として有孔虫

から調べた地下における地層分布からもうなずける。

　次に陸の大ききであるが，陸は小島ではなくかなり大

きかつた陸地が予想きれる。島であつだかン三浦半島の

南部を経て関東山地西南縁とつながつた半島であったか

については，他の地方の調査も必要であるから，この点

にはふれられない。小島でない理由として，』市宿層では

U郷加痂％解‘05ψ4伽彫（KIENE皐）やMα‘ケα5認‘4薦7∫α

REE四のような沿岸水が，多かれ少なかれ発達する上浅

海帯（N1）に棲む要素を含み，万田野層では沿岸水が発

達する所を好む種と，．外洋水が卓越する所にいる種とが

含まれ，沿岸水が少しは発達したと考えられる。

6．結　　語

　小櫃川地区の梅ケ瀬層から市宿層までと，養老川地区

の国本層から笠森層までの諸層の化石群を調査して，そ

の変遷から古地理の復元に努めた。

　両方の地区で共通にみられることは，下から上に向か

つて海が浅くなつたことと，砂相になると完全に浅海要

素になつてしまうことである。貝化石諸種の現在の生息

場所から考えて，堆積当時西ないし南西にかなり広い陸

があり，小島ではなかつたと推定きれた。

　　　　　　　　　　　　　（昭和29年8月調査）

／
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